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　一般に「イタチ」と呼ばれている動物は，日本に2
種が生息する．1種は日本固有種のニホンイタチMus�
tela itatsiであり，本州，四国，九州，および屋久島，
種子島，佐渡島等の島嶼に自然分布し，北海道やいく
つかの島嶼に移入分布する．もう1種はヨーロッパ東
部～東アジアに広く分布するシベリアイタチ M. si�
biricaであり，日本では長崎県対馬だけに自然分布す
る．シベリアイタチは1930～1940年代に兵庫県や九
州に移入され，現在は福井，岐阜，愛知の各県を分布
東端として西日本に広く分布する（Sasaki, 2009）．
従って，千葉県はシベリアイタチの分布域には含まれ
ず，Mustela属のイタチはニホンイタチだけが生息し
ていると考えられる．しかし，千葉県環境部自然保護
課（1992）では千葉市においてシベリアイタチ2頭の
生息記録があると報告されている．そのため，本報告
では千葉県内で死体が回収されたMustela属のイタチ
について，外部計測値に基づき，シベリアイタチが含

まれているか否かの検討を行った．

方　　法

　1985～1999年の間に千葉県内で死体が回収された
Mustela属のイタチ30個体（オス28個体，メス2個
体）について体サイズの計測を行った．計測した個体
は外見から成獣（亜成獣を含む）と判断された個体で
あり，幼獣は含まれていない．計測項目は，体重（1 
g単位），頭胴長，尾長，体長，体高，胸囲，後足長
（いずれも1 mm単位）である．
　シベリアイタチはニホンイタチより大型であるが，
体の大きさだけでこの2種を判別することは困難であ
る（佐々木，1996）．両種の判別には通常，尾率（尾長
/頭胴長）が用いられ，他に背面の毛色（川口，2006）
や顔側面の毛色（Sasaki, 2009）も相違点として指摘さ
れている．また，近年は遺伝子分析による種判別も行
われている（Sekiguchi et al., 2010）．本報告では，簡便
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要　旨　千葉県産イタチ（Mustela属）30個体について外部計測を行い，尾率，頭胴長-尾長の関
係，および後足長-尾長の関係に基づいてニホンイタチとシベリアイタチの種判別を行った．そ
の結果，調査した個体はすべてニホンイタチと判別され，シベリアイタチは含まれていなかった．
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表1．日本におけるMustela属のイタチ2種の尾率（尾長/頭胴長，％）の報告値．括弧内のnはサン
プル数を示す．

シベリアイタチ （M. sibirica）ニホンイタチ （M. itatsi）出典

オス：50-53（n=2)オス：41-49（平均44）（n=8)今泉（1960）

メス：52（n=1)メス：36-41（平均39）（n=5)

50前後40-45程度佐々木（1996）

オス：46.8-59.0（n=22)主にオス：41.3-47.1（n=9*)川口（2006）

オス：35.3-47.7（n=36)Masuda and Watanabe (2009)

メス：34.0-42.9（n=7)

オス：54.8±4.7（n=40)Sasaki (2009)

メス：54.9±2.0（n=20)

* オス7，メス2．
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で，かつ根拠を数値で示すことのできる尾率を判別基
準として用いた．ニホンイタチの尾率は50 ％以下な
いし40～45 ％程度，シベリアイタチのそれは50 ％以
上ないし50 ％前後とされている（今泉，1960；佐々木，
1996）．一方，川口（2006）は香川県産のMustela属の
オスについて，尾率の範囲がニホンイタチとシベリア
イタチで重複するため尾率による種判別は不適切であ
るとし，オスについての両種の判別には「頭胴長と尾
長」および「後足長と尾長」の散布図が有効であると
報告している．これまでに報告された当該2種の尾率
の値（表1）を見ると，46～49 ％の範囲で重複が認め
られるものの，尾率50％を超えるニホンイタチは報告
されておらず，また尾率が45 ％以下のシベリアイタ
チも報告されていない．従って，本報告では尾率45％
以下であればニホンイタチ，尾率50 ％以上であれば
シベリアイタチとする基準を用いて種判別を行った．
さらに，オスについては川口（2006）が示した頭胴長-
尾長および後足長-尾長の散布図を用いた判別も行っ
た．

結　　果

　体サイズの計測結果を表2に示した．計測個体の尾
率は，オス31.9～43.0 ％，メス29.4～30.2 ％であり，
すべてニホンイタチと判別された．オスにおける頭胴
長-尾長の関係を見ると，千葉県産の値は香川県産の
ニホンイタチの値の範囲の近くに分布し，香川県産の
シベリアイタチの範囲とは離れていた（図1）．同様に，
後足長-尾長の関係においても類似の傾向が認められ
た（図2）．

考　　察

　本結果より，今回検討した千葉県産のMustela属の
イタチはすべてニホンイタチであり，シベリアイタチ
は含まれていないと結論された．千葉県環境部自然保
護課（1992）で報告されているシベリアイタチの生息
情報について同自然保護課および調査実施機関に問い
合わせたが，詳細は不明であった．本文献はアンケー
ト調査等で得られた情報をそのまま生息記録として
扱ったようで，千葉県では生息していないと考えられ
るムササビPetaurista leucogenys（落合・繁田，2010）
とヌートリアMyocastor coypusの生息情報も報告され
ている．
　外部計測値に基づくニホンイタチとシベリアイタチ
の判別方法としては，これまで尾率，頭胴長-尾長の関
係，および後足長-尾長の関係が用いられてきたが，図
1，2を見ると両種の間で尾長の重複は認められない．
このことは川口（2006）においても，尾長の範囲がニ
ホンイタチ（オス・メス）で124～142 mm，シベリ
アイタチ（オス）で 166～ 216 mmであり，種間の
ギャップが存在することが指摘されている．本結果お

よびMasuda and Watanabe（2009）の計測値を含めた
場合，オスのニホンイタチの尾長の最大値は151 mm
となるが，オスのシベリアイタチとの重複はなお生じ
ない．当該2種のイタチではいずれもメスはオスより
小さく，尾長はシベリアイタチのメスとニホンイタチ
のオスとで重複する．従って，尾長による種判別には
性別の確認が必須であるが，当該2種のオス同士の判
別に関しては尾長単独の値でも相当程度有効であると
考えられた．
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図1．千葉県産のオスのイタチ（Mustela属）の頭
胴長と尾長の関係．線で囲った範囲は川口（2006）
による香川県産のイタチ2種の値の範囲を示す．
M.i.：ニホンイタチ（n=7），M.s.：シベリアイタ
チ（n=22）．千葉県産，香川県産ともにオスの成
獣・亜成獣の計測値による．

図2．千葉県産のオスのイタチ（Mustela属）の後
足長と尾長の関係．線で囲った範囲は川口（2006）
による香川県産のイタチ2種の値の範囲を示す．
M.i.：ニホンイタチ（n=7），M.s.：シベリアイタ
チ（n=21）．千葉県産，香川県産ともにオスの成
獣・亜成獣の計測値による．
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尾率
（尾長/頭胴長）

後足長＊2

（mm）
胸囲
（mm）

体高
（mm）

体長
（mm）

尾長
（mm）

頭胴長
（mm）

体重
（g）

千葉県
メッシュ
番号

回収場所＊1回収年月日標本番号性

33.352115951901103304701868印旛村吉高19851026CBM–ZZ 408オス
33.850155902201253707805006長柄町大津倉19871026CBM–ZZ 626オス
36.454153902101283526233924千葉市辺田町19880920CBM–ZZ 764オス
41.355148852021313175101190我孫子市新々田19880912CBM–ZZ 763オス
38.150140901931203154795875夷隅町国府台19881114CBM–ZZ 798オス
41.354155852101303156426788丸山町大井19890216CBM–ZZ 809オス
38.048142732051283375133937千葉市誉田町19890324CBM–ZZ 811オス
35.950130851801153205855857岬町嘉谷19890412CBM–ZZ 813オス
40.353115851901253104584501茂原市大沢19890516CBM–ZZ 818オス
35.948125951901153204941942成田市松崎新田19890924CBM–ZZ 824オス
36.951145901951203254874563茂原市小林19891012CBM–ZZ 825オス
35.450128901901153254494511茂原市大沢19891016CBM–ZZ 826オス
31.945130902051153605393967市原市瀬又19891223CBM–ZZ 837オス
43.048140932101453375824498長柄町新堀19901206CBM–ZZ 911オス
39.155165881951353457404838木更津路菅生19900407CBM–ZZ 936オス
35.546125751951103104635587君津市鹿野山19910501CBM–ZZ 969オス
34.856120952101203455104308市原市茣蓙目19911119CBM–ZZ 1078オス
38.8581301102051303355875144茂原市三ケ谷19911212CBM–ZZ 1119オス
37.74295551701153053353690東金市家之子19911210CBM–ZZ 1121オス
37.350115852001253354094884木更津市烏田19921110CBM–ZZ 1186オス
42.751140731871252934143976市原市押沼19930110CBM–ZZ 1190オス
37.54595752051203203612638佐倉市並木町19921116CBM–ZZ 1195オス
42.645142801951423334814327市原市町田19930414CBM–ZZ 1207オス
37.949135802001253304134980木更津市下宮田19940313CBM–ZZ 1528オス
40.354141851901353355103466千葉市千城台東19941010CBM–ZZ 1539オス
33.353120952201203604833441千葉市原町19950507CBM–ZZ 1750オス
42.4551801052101403307643950千葉市八幡宿19950317CBM–ZZ 1751オス
40.5521751052351503707933002旭市東琴田19990505CBM–ZZ 2665オス
37.95113687200126331531オス平均
3.142011131019122オスSD
29.433704513075255132不明勝浦市19871023CBM–ZZ 625メス
30.2318555150802651533939千葉市緑区平川町19980309CBM–ZZ 2651メス
29.8メス平均

＊1回収当時の市町村名で示す．
＊2爪を含まない値．

表2．千葉県産のイタチの体サイズ．尾率からすべてニホンイタチ Mustela  itatsi と判別された．



－１８－

落合啓二

Identification of Weasels (Mustela) in 
Chiba Prefecture, Central Japan, by 
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　A total of 30 individuals of weasels of the genus 
Mustela killed by road traffic in Chiba Prefecture, cen-
tral Japan, were examined for making precise identifi-
cation of species. The identification was confirmed by 
using the tail length ratio (the proportion of the tail 
length to the head and body length), and the relation-
ships between the head and body length and the tail 
length, or the hind foot length and the tail length. The 
results obtained clearly suggest that all of the speci-
mens examined were the Japanese weasel Mustela 
itatsi. Although two individuals referred to M. sibirica, 
a species known with ceratinty only from western Ja-
pan, were recorded from Chiba Prefecture, the pres-
ence of this species is not confirmed by this study. It 
is reasonable to consider that the identification of 
these two individuals was incorrect.


